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新潟トランシス 株式会社

雪でも定刻
< かがやき 500 号 > 東京行き
北陸新幹線を支える
軌道用除雪車「MCR 」
世界でも有数の豪雪地帯をかかえる日本の鉄道．
安全に定刻で運転するためには除雪作業が欠かせない．
真夜中に黙々と作業する除雪車の古くて新しい技術．

新潟トランシス株式会社
技術・開発室　特機技術部 宮廻　成志
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深い雪を確実に除いていける．そこで最新の MCR で
は，モーターカーの両側にラッセル装置とロータリー
装置をそれぞれ装備して，状況に応じてより適した方
式を使用できるようになっている．
実際にはお客さまによって運転パターンはおおむね
決まっており，例えば北陸新幹線では，行きは前側の
ロータリー式でそれまでに積もった雪を除雪し，帰り
は反対側のラッセル装置でその後に積もった雪を排除
するという使われ方をする．しかし，例えば MCR 

の基地から北側を除雪するときと南側へ向かうときで
は，車体の向きを逆にする必要がある．そこでモー
ターカーの底には「転車台」が用意されているもの
もある．転車台は車体を持ち上げて，180 度回転さ 

せて前後の向きを入れ替えるもので，蒸気機関車時代
の転車台がほとんど残っていない現在では，除雪車の
向きを自力で変えられるというのは非常に便利であ
る．
さらに特徴的な装備として「アウトリガー」とい
うシリンダーも広く装備されている．これは車体の下
にある伸縮可能な足状のもので，車両全体をレールか
ら持ち上げられるようになっている．万一，深い雪に
乗り上げるなどして車両が脱線したときでも，これを
使ってレールの上に戻すことができる．
このような特殊な作業を行う MCR の動力源には最
新のディーゼル機関が用いられ，出力は想定される雪
の深さに応じて 300～ 590 kW（約 400～ 800 






